
問合せ先：群馬県環境森林部自然環境課
Tel：027-226-2881、mail：kanshizen@pref.gunma.lg.jp

「尾瀬ネイチャーラーニング」補助金事業は、群馬らしい学びにより始動人*1の輩出を目指すとともに、群馬
の魅力を広く県内外に向けて発信することを目的として、県内外の小中学校等及び小中学生が所属する社会教
育関係団体に対して、次の補助対象事業に係る費用の一部を県が補助する制度です。

補助対象事業は、小中学校等においては、尾瀬国立公園又は芳ヶ平湿地群の自然環境や観光資源の魅力を生
かした学びと体験により探究的・教科横断的なＳＴＥＡＭ教育*2を実践するものになります。社会教育関係団
体においては、尾瀬・芳ケ平の自然環境や観光資源の魅力を生かした学びと体験により主体的な思考を養うも
のになります。

対象事業費
小中学生を対象に、実社会での課題解決に生かす教科横断的なＳＴＥＡＭ教育を実践するために、尾瀬
又は芳ヶ平湿地群において、一定の要件を有するガイドを帯同する自然の中での体験活動に要する経費

補助率
県内：１／２以内（条件により２／３以内に引上げ）
県外：１／２以内

補助対象経費
県内：ガイド料及びバス借上料
県外：ガイド料のみ

補助対象者
県内：市町村、学校法人及び国立学校法人、社会教育関係団体
県外：公立小中学校、学校法人及び国立学校法人、社会教育関係団体*3

事業募集
県の指定する期日までに実施希望調査票を提出

その他
詳細は右記QRコードよりご確認くだ
さい。

*1 新・群馬県総合計画「ビジョン」で描く群馬県の2040年の姿を実現するために必要となる、
「学力だけでなく、自分の頭で未来を考える力、動き出す力、生き抜く力」を持った人
*2 Science（科学）、Technology（技術）、Engineering（工学）、Arts（芸術／教養）、
Mathematics(数学）の頭文字をとった、各教科での学習を実社会での課題解決に生かしていく
教科横断的な教育手法

ぐんまSTEAM教育推進プロジェクト

Oze Nature Learning

尾瀬ネイチャーラーニング補助金のご案内

五感で「始動人のかけら」を引き出す・育てる

R7.4ver

*3 尾瀬山小屋等に１泊以上宿泊するものであること。



参加者へのアンケート調査の結果 (R６年度実績)

Q1 新しい発見や感動があったか。 Q2 自然保護や環境問題に興味を持ったか。

Gunma Prefecture

補助金の交付決定までの主な流れ等
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・実施希望調査票の提出に当たっては、尾
瀬ネイチャーラーニング補助金交付要綱
をよくご確認ください。

・現地体験の実施日は、混雑緩和とガイド
確保のため、実施団体数を調整していま
す。同日に希望が集中した場合は希望に
添えないこともありますので、ご了承く
ださい。

・参加人数等に変更が見込まれる場合は、
その旨、備考に記入してください。

①事業案内

②実施希望調査票作成・提出

③実施日の通知
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・申請後に経費に大きな変更が生じるこ
とのないよう参加者数、バスの台数、
ガイドの人数を十分に検討してくださ
い。

・内示通知受理後、別に定める日までに、
交付申請書及び添付資料を自然環境課
に提出（メールまたは郵送）してくだ
さい。
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④事業計画書等の
申請スケジュールについて通知

⑤事業計画書作成・提出

⑥補助金内示通知

⑦補助金交付申請書作成・提出

⑧補助金交付決定通知

※詳細は表紙QRコードよりご確認ください。

尾瀬ネイチャーラーニングにおける学習プロセス

（１）事前学習

（２）現地学習

（３）事後学習

（４）活動成果を外部に発信

事前学習の検証、
五感で学習

現地学習を充実させる
ため予備知識を学習

振り返り又は活動成果
のまとめ

公開型の発表会
やWebｻｲﾄへ掲載

・交付決定後に事業着手してください。
・事業完了後、速やかに実績報告書を提
出してください。

・実績報告書の内容を確認し、問題等な
いようであれば、交付額を確定し、指
定口座に補助金を振り込みます。
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⑨実績報告書

⑩額の確定通知・補助金振込


